
様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 
令和元年度第１回野田市人権施策推進協議会福祉会館

等部会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

１ 平成３０年度各福祉会館事業及び予算執行状況に

ついて（報告）（公開） 

２ 平成３０年度集会所利用状況及び予算執行状況に

ついて（報告）（公開） 

３ 令和元年度各福祉会館事業計画及び予算について

（公開） 

４ 令和元年度集会所予算について（公開） 

日       時 
令和元年６月５日（水） 

午前１０時から午前１１時１４分まで 

場       所 市役所高層棟５階 ５１１会議室 

出 席 者 氏 名 

松本 清（部会長）、木名瀬 セキ（副部会長）、金

剛寺 守、近藤 博雄、田中 勝次、福田 昭治、横

川 しげ子、横張 政典 

欠 席 委 員 氏 名 石原 和子、芝﨑 好伸、寺嶋 光子 

事 務 局 

平野 紀幸（児童家庭部長）、戸邉 卓哉（人権・男

女共同参画推進課長）、広仲 真（人権・男女共同参

画推進課主幹兼七光台館長）、川野 尚武（生涯学習

課長）、鈴木 和子（人権・男女共同参画推進課長補

佐）、松崎 一行（谷吉会館長）、鈴木 利明（島会

館長）、富澤  充（関宿会館長）、前田 慶次郎（

人権・男女共同参画推進課主査） 

傍   聴   者 ０名 

議       事 
第１回野田市人権施策推進協議会福祉会館等部会の

会議結果（概要）は、次のとおりである。 
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人権・男女共同参画

推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本部会長 

 

人権・男女共同参画

推進課長 

 

児童家庭部長 

 

人権・男女共同参画

推進課長 

 

 

松本部会長 

 

 

 

七光台会館長 他 

 

 

 

松本部会長 

 

 

横川委員 

 

 

 

 

 

谷吉会館長 

令和元年６月５日午前１０時、開会を宣言。会議の

公開及び傍聴並びに会議録及び会議資料の公開につい

て説明する。 

会議録作成のため録音機を使用することについて了

承を得る。 

過去の審議会において、会議録における発言委員の

氏名の公表及び、会議資料・会議録・委員名簿のホー

ムページ公開が決定していることを説明する。 

会議の傍聴について報告する。 

 部会長の挨拶を求める。 

 

＜挨拶＞ 

 

 児童家庭部長の挨拶を求める。 

 

 

＜挨拶＞ 

 

会議の成立について報告する。 

条例の定めにより、議事進行を松本部会長に依頼す

る。 

 

議題１ 平成３０年度各福祉会館事業及び予算執行状

況について 

 事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、平成３０年度各福祉会館事業及び予

算執行状況を説明＞ 

※総括は七光台館長。詳細は各会館長 

 

 事務局からの説明について、意見及び質問を求め

る。 

 

谷吉会館で２９年度開催していた「折り紙」講座が

３０年度開催されなかった理由、七光台会館で「パッ

チワーク」講座がサークル化した理由、関宿会館の「

絵手紙」講座で受講者が多かったが、「パソコン」講

座に変更された理由について伺う。 

 

講師の都合により継続できなかったため、新たに「
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関宿会館長 

 

 

 

 

 

 

七光台会館長 

 

 

 

松本部会長 

 

 

 

 

松本部会長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

松本部会長 

 

 

近藤委員 

 

 

生涯学習課長 

 

近藤委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

絵手紙」講座を開催したもの。 

 

「絵手紙」講座受講者よりサークル化の希望があっ

たこと、また会館利用者に行ったアンケート結果から

希望の多かった「パソコン」講座を開催することとな

ったが、設備の都合上１０名限度での開催となったこ

とから、「絵手紙」講座より受講者数が減少となった

もの。 

 

「パッチワーク」講座受講者から、活動時間を増や

すなど自主的な活動を行いたいとの希望から、サーク

ルに移行したもの。 

 

 ほかに意見質問はないか。議題１について、了承す

ることに異議はないか。 

 

＜異議無し＞ 

 

議題２ 平成３０年度集会所利用状況及び予算執行状

況について 

 事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、平成３０年度集会所利用状況及び予

算執行状況を説明＞ 

 

 事務局からの説明について、意見及び質問を求め

る。 

 

 集会所の利用状況について、人数の積算方法につい

て伺う。 

 

 集会所の申請書に記載された人数を集計したもの。 

 

 七光台集会所の利用状況で、特に利用者の多い７月

と３月が、２９年度と比較して、利用件数は同じなの

に人数はかなり減少している。全体としても、実際利

用者は増えていると感じているのに、数値が減少して

いるのはなぜか。 

 

 状況を精査し、実情との差を確認した上で報告す
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近藤委員 

 

生涯学習課長 

 

 

松本部会長 

 

 

 

 

松本部会長 

 

 

 

七光台会館長 他 

 

 

 

松本部会長 

 

 

横川委員 

 

 

 

 

 

七光台会館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

 

 利用状況が不明のまま資料としたのか。 

 

 申請書の記載された人数を積算した数値だが、再度

確認する。 

 

ほかに意見質問はないか。議題２について、了承す

ることに異議はないか。 

 

＜異議無し＞ 

 

議題３ 令和元年度各福祉会館事業計画及び予算につ

いて 

 事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、令和元年度各福祉会館事業計画及び

予算について説明＞ 

※総括は七光台館長。詳細は各会館長 

 

事務局からの説明について、意見及び質問を求め

る。 

 

同じ講師が複数の館で講座を開催している理由（「

ヨーガ」が３館、「料理」が２館、「茶道」が３館

）、また茶道は流派を変えれば受講生が違ってくると

思うがいかがか。 

また受講生は同じなのか。何年位続いているのか。 

 

 毎年講座を変えている理由だが、講師の都合がつか

ず開講できない、サークルとして自由な活動をしたい

という要望による等様々だが、長く続いている講座も

ある。 

 茶道の流派は「表千家」だが、当初備品で用意した

道具類が「表千家」のものであるため、ほかの流派に

変更することが難しい実情がある。 

 同じ講座を複数開講している理由だが、各会館で実

施した利用者アンケート結果により検討した結果、同

じ講座を開講するに至っている。 
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人権・男女共同参画

推進課長 

 

 

 

横川委員 

 

 

七光台会館長 

 

 

 

 

 

横川委員 

 

 

七光台会館長 

 

 

 

松本部会長 

 

 

 

 

松本部会長 

 

 

生涯学習課長 

 

松本部会長 

 

 

 

 

松本部会長 

 

 

 

 地域の意見を受け新規講座を検討するに当たり、地

域にお住まいの講師を依頼できない場合、館長会議に

おいて情報交換をした結果、ほかの会館で開講してい

る講師に依頼する等の調整を行っている。 

 

 受講生は毎年違っているのか。地域の意見はどのよ

うに聴取しているのか。 

 

 講座は単年度開講で毎年募集しているが、複数年申

し込んでいる受講者もいるため、全て入れ替わっては

いない。初心者向け講座として開講している。 

 地域の意見として、受講者にアンケートを実施して

いる。 

 

 受講生からの意見だけでは、広く意見を取り入れた

とはならないのではないか。 

 

 御意見のとおり、今後新規講座開設に当たっては、

地域住民に広く意見を聴取できるよう工夫することと

する。 

 

ほかに意見質問はないか。議題３について、了承す

ることに異議はないか。 

 

＜異議無し＞ 

 

議題４ 令和元年度集会所予算について 

 事務局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、令和元年度集会所予算を説明＞ 

 

 事務局からの説明について、意見及び質問を求め

る。 

 

＜意見質問無し＞ 

 

ほかに意見質問はないか。議題４について、了承す

ることに異議はないか。 

 

＜異議無し＞ 
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松本部会長 

 

人権・男女共同参画

推進課長 

 

松本部会長 

 

 本日の議題は全て終了したが、ほかに何かあるか。 

  

人権施策推進協議会本会の開催予定について案内 

 

 

 午前１１時１４分、閉会を宣言 

  


